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第９ 期神戸市介護保険事業計画

神 戸 市 高 齢 者 保 健 福 祉 計 画

神 戸 市
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第3 章　 認知症の人にやさ し いまちづく り の推進　

〈 取組の方向性（ 課題）〉

● 認知症の方の尊厳が保持さ れ、 本人の意思が尊重さ れ、 社会参加を促進し 、 安全� 安心で

希望をも っ て暮ら し 続けら れるまちづく り を推進し ていき ます。

● 認知症の方や家族の意見も 踏まえ、「 共生」 と 「 予防」 の施策の推進が求めら れています。

● 認知症になる可能性は誰にでも あり 、 社会全体で支え合う こ と が求めら れています。

● 認知症の方が日常生活� 社会生活を送るう えでの障壁を減ら す取り 組みの推進が求めら れ

ています。

● 認知症神戸モデルの推進と と も に、 診断後の生活支援の充実等、 切れ目のない支援を 、 医

療や介護、 福祉の連携によっ て対応し ていきます。

〈 主な施策〉

①認知症神戸モデルの推進（ 診断助成制度及び事故救済制度）

　 診断助成制度と 事故救済制度を組み合わせて実施し 、 その財源は市民税の超過課税によ

り 負担いただく こ と と する認知症神戸モデルを推進し ます。

● 診断助成制度

　 認知症の疑いの有無を 診る 認知機能検診（ 第１ 段階） と 、 軽度認知障害（ ＭＣ Ｉ ） を

含めた認知症の診断を 行う 認知機能精密検査（ 第２ 段階） の２ 段階方式の制度で、 いず

れも 自己負担のない仕組みです。 引き続き、 制度の周知と 円滑な実施に努めます。

● 事故救済制度

　 認知症の方が事故を 起こ し た際、 賠償責任の有無に関わら ず、 被害に遭われた市民に

支給する 見舞金（ 給付金） 制度（ 事前登録不要） と 、 賠償責任がある 際に支給する 賠償

責任保険制度（ 事前登録必要） の２ 階建て方式の制度です。 引き 続き、 制度の周知と 円

滑な実施に努めます。

【 目標� 施策の柱３ 】

□ 神戸モデル認知率（ 目標）

2 0 2 2 年度 2 0 2 5 年度

診断助成制度 4 0 .0 ％ 4 5 . 0 ％

事故救済制度 31 .5％ 40 .0％

※健康とくらしの調査（2022 年度）より
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 22  第 3 部　 施策

②認知症の人にやさ し いまちづく り 条例にも と づく 施策の推進

＜予防及び早期介入＞

● 関係機関と 連携し た研究開発の推進

　 ＷＨ Ｏ 神戸セン タ ー、 神戸医療産業都市、 大学及び研究機関等と 連携し 、 認知症の予

防及び早期介入を推進し ます。

● 認知症ケアパスの普及啓発

　 認知症の進行や出現する症状等に応じ た相談先や、 どのよ う な医療� 介護サービスを

受けるこ と ができ るのかなどについて示し た認知症ケアパスについて、 認知症の方やそ

の家族等が必要に応じ て活用でき る よう 、 医療機関や介護事業者等にも 広く 普及啓発を

行い、 ネッ ト ワーク づく り に活用し ます。

＜事故の救済及び予防＞

● 事故救済制度（ 再掲）

● 運転免許自主返納啓発

　「 運転免許証自主返納」 のパンフ レッ ト を市内に配付（ 診断助成制度の認知機能検診（ 第

1 段階） の受診者に配付） し 、 運転免許自主返納の啓発を実施し ます。 また、 神戸市運転

免許自主返納相談窓口を 設置し 、 運転者本人から の相談を はじ め、 免許返納を 促し たい

家族がいる方や、 免許返納を 促し たも のの免許返納に応じ ない家族を 持つ方から の相談

を受け付けます。

＜治療及び介護の提供＞

● 診断助成制度（ 再掲）

● 初期集中支援チーム

　 医療� 介護の専門職が、 認知症の疑いのある方または認知症の方やその家族を訪問し 、

適切な医療� 介護サービスに繋ぐ ための支援を実施し ます。

□ 医療�介護に繋がっ た方の割合（ 目標）： 各年度 6 5％（ 20 24 ～ 20 26 年度）

● こ う べオレンジダイ ヤル

　 認知症の総合電話相談窓口と し て、 相談内容に応じ て、 市内の介護情報の提供や適切

な機関の紹介を 行い、 また、 あんし んすこ やかセン タ ーや認知症疾患医療セン タ ー等の

関係機関へ繋ぎます。 必要に応じ て初期集中支援チームと 連携し て対応を行います。
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● 認知症疾患医療センタ ー

　 認知症疾患に関する 鑑別診断や専門医療相談を実施する と と も に、 認知症の方の診断

後の生活や不安の軽減が図ら れるよう 、日常生活支援相談や、認知症に関する教育や本人�

家族の交流等を 行う 認知症サロン 事業を 引き 続き 実施し ます。 診断後の相談支援の充実

やかかり つけ医等の地域と の連携強化、 困難事案への対応等、 地域の認知症医療提供の

拠点と し ての機能を強化し ます。

● Ｋ Ｏ Ｂ Ｅ みまも り ヘルパー

　 認知症の方や介護保険の認定を受けるまでに至ら ない軽度認知障害（ ＭＣ Ｉ ） の方が、

在宅生活を 送る ための見守り や話し 相手、 外出の付き 添い等を 行う 、 介護保険外でのヘ

ルパーサービスを提供し ます。 引き続き制度の周知に努めます。

● 医療� 介護従事者研修

　 認知症サポート 医� 認知症介護指導者の養成や医療� 介護関係者への研修実施により 、

引き 続き 医療� 介護関係者の認知症への対応力の向上を 図り 、 地域における 連携体制を

整えます。

□ 養成者数� 研修修了者数（ 累計目標）

2 0 2 2 年度末 2 0 2 6 年度末

� 認知症サポート 医

� 認知症介護指導者

� 認知症介護実践者研修

� 認知症介護実践リ ーダー研修

2 1 6 人

4 5 人

4 ,7 5 0 人

7 4 8 人

2 7 6 人

5 3 人

5 ,7 1 0 人

9 0 8 人

＜地域の力を豊かにし ていく こ と ＞

● 軽度認知障害（ ＭＣ Ｉ ） の方を対象と し たフ レイ ル改善通所サービスの提供

　 認知症疾患医療セン タ ー等で軽度認知障害（ ＭＣ Ｉ ） と 診断さ れた方へ、 フ レ イ ル改

善通所サービスの案内を行います。

● 市民啓発

　 世界アルツハイ マーデー（ 毎年９ 月 21 日） 関連での啓発活動、 地域への出前ト ーク を

実施する と と も に、 認知症の方自身から の「 本人発信」 等、 様々な方法で市民への啓発

活動を実施し ます。 引き 続き、 市民に対し 認知症に関する普及啓発に努めます。

● 認知症サポータ ー養成

　 地域全体で認知症の方を 見守る ため、 認知症に対する 正し い知識と 理解を 持っ た認知

症サポータ ーの養成を 行い、 養成後も さ ら に理解を 深める ための研修を 実施する など、

地域において活動するための支援を実施し ます。 また、 あわせて講師であるキャ ラ バン�

メ イ ト の養成も 推進し ます。

□ 認知症サポータ ー養成者数（ 累計目標）

2 0 2 2 年度末 2 0 2 6 年度末

養成者数 1 3 1 ,6 7 2 人 1 5 5 , 6 7 2 人
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 24  第 3 部　 施策

● 認知症カ フ ェ

　 認知症の方と その家族、 地域住民、 専門職等の誰も が自由に参加し 、 気軽に交流や相

談等ができる地域に開かれた集いの場の登録�紹介を行います。 引き続き、 認知症カ フ ェ

の周知�支援に努めます。

● 認知症地域支えあい推進事業

　 認知症の方や認知症の疑いのある 方が、 生き がいを も っ て積極的に社会参加でき る地

域づく り や認知症に関する理解促進を 目指し、 各種地域団体から の希望を 募り 、 講師と

し て専門職の派遣を実施し ます。

□ 認知症地域支えあい推進事業実施回数（ 年間目標）： 各年度 200 回（ 2024 ～ 2026 年度）

● Ｉ Ｃ Ｔ を活用し た見守り

　 認知症の方の行方が分から なく なっ た際に、 Ｇ Ｐ Ｓ （ 衛星利用測位システム） を使っ て

居場所を探索し 、 家族から の依頼に基づき警備会社が駆けつけるサービスを支援し ます。

必要な方に制度を利用し ても ら えるよう 、 引き 続き制度の周知に努めます。

● 若年性認知症の方への支援充実� 社会参加促進

　 若年性認知症の方と その家族に対し 、 相談先や集いの場を 整えるなどの支援を 実施し

ます。 また、 医療� 介護関係者等の若年性認知症に対する 理解を 深めるため、 若年性認

知症支援研修と 若年性認知症デイ サービス� デイ ケア研修を実施し ます。

● 声かけ訓練

　 お困り の高齢者等を 見かけた際に、 適切な声かけ等の対応ができ る よ う 、 認知症高齢

者等への声かけ訓練を、 引き 続き、 あんし んすこ やかセン タ ー単位で実施し 、 地域にお

ける支援体制を構築し ます。

□ 声かけ訓練実施箇所数（ 目標）： ３ か年で 76 センタ ー（ 全あんし んすこ やかセンタ ー）

（ 2024 ～ 2026 年度）

● 高齢者安心登録事業

　 行方不明等、 日常生活の心配がある高齢者に、 事前に生活情報等の登録を し ても ら い、

管轄のあんし んすこ やかセンタ ーや警察等と 情報を 共有する こ と で、 日頃の地域での見

守り に役立てます。 また登録者が行方不明になっ た場合は、 電子メ ールで行方不明発生

情報を 地域の捜査協力者に配信し 、 警察への情報提供を 呼びかけ、 早期発見と 保護を 目

指し ます。

□ 認知症カ フ ェ 箇所数（ 目標）

2 0 2 2 年度末 2 0 2 6 年度末

箇所数 3 4 箇所 4 5 箇所
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